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第１章 災害廃棄物処理計画の概要  

 

第１節  計画策定の目的と位置付け  

 

１  計画策定の目的  

我 が 国 は 、 そ の 位 置 、 地 形 、 地 質 、 気 象 な ど の 自 然 的 条 件 か ら 、 各 種 自 然 災

害 が 発 生 し や す い 国 土 で あ り 、平 成 ７ 年（ 1995 年 ）阪 神・淡 路 大 震 災 や 平 成 23

年 （ 2011 年 ） 東 日 本 大 震 災 、 平 成 27 年 （ 2015 年 ） ９ 月 関 東 ・ 東 北 豪 雨 、 平 成

28 年（ 2016 年 ）熊 本 地 震 、平 成 30 年（ 2018 年 ）７ 月 豪 雨 な ど 、毎 年 の よ う に

多 く の 災 害 に 見 舞 わ れ て い る 。  

米 子 市 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 は 、 こ の よ う な 大 規 模 な 災 害 に 伴 い 発 生 す る 多 量

の 廃 棄 物 を 適 正 か つ 円 滑 ・ 迅 速 に 処 理 す る た め 、 平 時 の 備 え （ 体 制 整 備 等 ） や

災 害 応 急 対 策 、復 旧・復 興 対 策 等 対 応 に 必 要 な 事 項 を と り ま と め た も の で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 28 年 熊 本 地 震 被 害 状 況     平 成 28 年 熊 本 地 震 片 付 け ご み 排 出 状 況  

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 30 年 ７ 月 豪 雨 被 害 状 況 （ 大 洲 市 ）   平成 30 年７月豪雨片付けごみ排出状況（倉敷市） 

出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 フ ォ ト チ ャ ン ネ ル

（ htt p:/ / k o u i k i s h o r i . e n v . g o . j p / p h o t o _ c h a n n e l / t e r m s /）   
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相互に整合性を図る

相互に整合性を図る

災害対策基本法（S36）

防災基本計画（H24.9）

環境省防災業務計画（H24.9）

廃棄物処理法（S45）

基本方針（環境大臣）

廃棄物処理施設整備計画 災害廃棄物対策指針（H30.3改定）

大規模災害発生時における
災害廃棄物対策行動指針

鳥取県廃棄物処理計画

米子市一般廃棄物処理計画

鳥取県地域防災計画

米子市地域防災計画

鳥取県災害廃棄物処理計画（H30.4）

米子市災害廃棄物処理計画

中国ブロック
大規模災害発生時における

災害廃棄物対策行動計画（H30.3）

○○災害における
災害廃棄物
処理指針

○○災害における
災害廃棄物
処理実行計画

○○災害における
災害廃棄物
処理実行計画

大規模災害
発災後

災害
発災後

災害
発災後

２  計画の位置付け  

本 計 画 は 、 国 が 策 定 す る 廃 棄 物 処 理 施 設 整 備 計 画 、 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 及 び

大 規 模 災 害 発 生 時 に お け る 災 害 廃 棄 物 対 策 行 動 指 針 等 を 踏 ま え 、 中 国 ブ ロ ッ ク

大 規 模 災 害 時 に お け る 災 害 廃 棄 物 対 策 行 動 計 画 、 鳥 取 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 、

米 子 市 地 域 防 災 計 画 等 と の 整 合 を 図 り 、 本 市 の 災 害 廃 棄 物 処 理 に 関 す る 基 本 的

な 考 え 方 を 示 す も の で あ る 。 非 常 災 害 時 に は 、 本 計 画 に 基 づ き 被 害 の 状 況 等 を

速 や か に 把 握 す る と と も に 、 災 害 廃 棄 物 処 理 実 行 計 画 を 策 定 し 、 災 害 廃 棄 物 の

処 理 を 行 う こ と と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1 本 計 画 の 位 置 付 け  
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第２節  関係する計画  

 

１  大規模災害発生時における中国ブロック災害廃棄物対策行動計画  

本 市 も 参 加 す る 「 災 害 廃 棄 物 対 策 中 国 ブ ロ ッ ク 協 議 会 」 に お い て 策 定 さ れ た

大 規 模 災 害 発 生 時 に お け る 中 国 ブ ロ ッ ク 災 害 廃 棄 物 対 策 行 動 計 画（ 平 成 30 年 3

月 策 定 。以 下「 行 動 計 画 」と い う 。）は 、中 国 ブ ロ ッ ク（ 鳥 取 県 、島 根 県 、岡 山

県 、広 島 県 、山 口 県 の 範 囲 を い う 。）に お い て 、単 独 自 治 体 で は 対 応 が 難 し い 大

規 模 な 災 害 （ 風 水 害 、 地 震 災 害 等 ） が 発 生 し 、 県 域 を 越 え た 連 携 が 必 要 と な っ

た 場 合 に 、 中 国 ブ ロ ッ ク 内 の 関 係 者 が 共 通 認 識 の も と 、 そ れ ぞ れ の 役 割 分 担 を

明 確 に し 、 連 携 し な が ら 災 害 廃 棄 物 対 策 を 実 施 す る た め の 基 本 的 な 考 え 方 や 対

応 方 針 等 を 示 す も の で あ る 。  

行 動 計 画 で は 、 大 規 模 災 害 発 生 時 に お け る 廃 棄 物 処 理 の 基 本 的 な 考 え 方 に つ

い て 、 次 の と お り 示 さ れ て い る 。  

 

(1) 大 規 模 災 害 発 生 時 に お け る 廃 棄 物 処 理 の 基 本 的 な 対 応  

大 規 模 災 害 発 生 時 に お け る 廃 棄 物 処 理 の 基 本 的 な 対 応 事 項 は 、 次 の と お り

で あ る 。  

表  1 基 本 的 な 対 応 事 項  

項 目  概 要  

体 制 の 構 築  ・被 災 県 及 び 市 町 村 は 廃 棄 物 処 理 を 行 う た め の 体 制 を 整 え

る 。  

・国 や 応 援 可 能 な 県 及 び 市 町 村 は 、広 域 支 援 組 織 を 立 ち 上

げ 、 支 援 体 制 を 構 築 す る 。  

災 害 廃 棄 物 処 理  ・被 災 現 場 か ら 災 害 廃 棄 物 を 撤 去・収 集 し 、仮 置 場 ま で 運

搬 す る 。  

・有 害 廃 棄 物・危 険 物 は 、作 業 の 安 全 確 保 を 行 っ た 上 で 優

先 的 に 回 収 す る 。  

・腐 敗 性 廃 棄 物 等 の 生 活 環 境 保 全 上 、早 急 に 対 応 が 必 要 な

廃 棄 物 は 、 優 先 的 に 回 収 し 早 期 に 処 理 す る 。  

・仮 置 場 へ 搬 入 し た 災 害 廃 棄 物 は 分 別 を 行 い 、焼 却 処 理 や

再 資 源 化 、 最 終 処 分 を 行 う 。  

・災 害 廃 棄 物 の 保 管・処 理 に 当 た っ て は 、生 活 環 境 へ の 影

響 を 防 止 す る た め 、環 境 対 策 、モ ニ タ リ ン グ 、火 災 防 止

対 策 等 を 行 う 。  

・処 理 全 体 を 計 画 的 に 実 施 す る た め 、災 害 廃 棄 物 処 理 実 行

計 画 を 策 定 す る 。  

そ の 他 の 一 般 廃

棄 物 処 理  

・生 活 ご み ・避 難 所 ご み・し 尿 を 収 集 し 、処 理 施 設 へ 搬 入

し て 処 理 す る 。  
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(2) 基 本 方 針 の 作 成  

大 規 模 な 災 害 が 発 生 し た 場 合 ほ ど 災 害 廃 棄 物 処 理 実 行 計 画 の 役 割 は 大 き く

な る が 、 す ぐ に は 災 害 廃 棄 物 発 生 量 を 推 計 で き な い な ど 、 計 画 策 定 に は 時 間

を 要 す る 。 こ の た め 、 被 災 県 及 び 市 町 村 は 、 処 理 主 体 、 処 理 期 間 、 処 理 方 法

な ど を 定 め た 「 災 害 廃 棄 物 処 理 の 基 本 方 針 」 を 、 発 災 か ら １ ～ ２ か 月 以 内 を

目 途 に 作 成 す る こ と が 望 ま し い 。  

 

(3) 処 理 主 体  

災 害 廃 棄 物 の 処 理 は 市 町 村 が 主 体 と な っ て 行 う 。 な お 、 被 災 状 況 に 応 じ て

地 方 自 治 法 に 基 づ く 事 務 を 県 に 委 託 す る 場 合 は 、 県 が 主 体 と な っ て 災 害 廃 棄

物 処 理 を 実 施 す る こ と と な る 。  

ま ず は 、 被 災 市 町 村 に お け る 処 理 、 次 い で 事 務 委 託 を 受 け た 県 が 主 体 と な

っ て 行 う 処 理 、 さ ら に は 中 国 ブ ロ ッ ク 内 で の 広 域 連 携 処 理 、 そ し て 他 地 域 ブ

ロ ッ ク に ま た が る 広 域 的 な 処 理 を 、 そ れ ぞ れ 被 災 状 況 及 び 処 理 能 力 等 に 応 じ

て 適 切 に 組 み 合 わ せ た 上 で 、 円 滑 か つ 迅 速 な 処 理 を 行 う 。  

ま た 、 地 方 公 共 団 体 に お い て 処 理 が 困 難 な 場 合 は 、 災 害 対 策 基 本 法 に 基 づ

く 市 町 村 か ら の 要 請 を 受 け て 、 代 行 の 要 否 を 確 認 し た 上 で 、 国 に よ る 代 行 処

理 を 行 う 。  

 

(4) 処 理 施 設 の 使 用 に 係 る 基 本 方 針 等  

災 害 廃 棄 物 の 処 理 に 当 た っ て は 、 被 災 し た 市 町 村 が 平 時 に 利 用 し て い る 施

設 や 、 災 害 発 生 時 の 廃 棄 物 の 処 理 に 関 す る 協 定 を 締 結 し て い る 市 町 村 の 施 設

を 優 先 的 に 活 用 す る こ と を 基 本 と す る 。  

被 災 状 況 に 応 じ て 、 地 元 の 産 業 廃 棄 物 処 理 施 設 等 の 民 間 施 設 の 活 用 や 、 他

の 市 町 村 と の 連 携 に よ る 処 理 を 実 施 す る 。  

さ ら に 、 災 害 規 模 が 大 き い 場 合 に は 、 仮 設 処 理 施 設 の 設 置 や 、 県 外 処 理 施

設 の 活 用 等 、 中 国 ブ ロ ッ ク 全 体 で 処 理 を 実 施 す る 。  

な お 、 仮 設 処 理 施 設 の 設 置 と 県 外 処 理 施 設 の 活 用 に つ い て は 、 災 害 廃 棄 物

の 発 生 量 及 び 処 理 期 間 等 を 考 慮 し 同 列 で 検 討 す る 。  

 

(5) 再 資 源 化 ・ 減 容 化  

災 害 発 生 時 で あ っ て も 、 資 源 の 有 効 活 用 の 観 点 か ら 、 災 害 廃 棄 物 を 分 別 し

再 生 利 用 を 極 力 実 施 す る た め 、 中 国 ブ ロ ッ ク 内 で 災 害 廃 棄 物 の 再 資 源 化 を 進

め る 。 中 国 ブ ロ ッ ク 内 で 再 資 源 化 の 能 力 が 不 足 す る 場 合 に は 、 他 の 地 域 ブ ロ

ッ ク に 支 援 を 要 請 す る 。  
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必 然 的 に 災 害 廃 棄 物 を 利 用 し た 再 資 源 化 製 品 や 再 生 資 材 の 供 給 量 は 増 加 す

る こ と か ら 、 需 要 量 を 確 保 す る た め 、 地 方 公 共 団 体 や 国 が 復 旧 ・ 復 興 過 程 に

お い て 、 こ れ ら の 製 品 等 を 積 極 的 に 使 用 す る こ と が 求 め ら れ る 。  

ま た 、 廃 棄 物 の 選 別 や 焼 却 等 の 中 間 処 理 に よ り 、 埋 立 処 分 す る 災 害 廃 棄 物

量 を で き る だ け 減 容 化 す る こ と を 基 本 と す る 。  

 

(6) 他 の 地 域 ブ ロ ッ ク と の 連 携  

大 規 模 災 害 発 生 時 に は 、 中 国 ブ ロ ッ ク の 処 理 施 設 の み で は 処 理 能 力 が 不 足

す る こ と も 考 え ら れ 、 そ の 際 は 他 の 地 域 ブ ロ ッ ク に 処 理 の 支 援 を 要 請 す る 。  

一 方 、 他 の 地 域 ブ ロ ッ ク 、 特 に 四 国 ブ ロ ッ ク で 大 規 模 災 害 が 発 生 し 、 当 該

ブ ロ ッ ク 内 で の 災 害 廃 棄 物 処 理 が 困 難 な 場 合 に は 、 協 定 に 基 づ き 優 先 的 に 中

国 ブ ロ ッ ク で 処 理 の 支 援 を 行 う 。  

 

  



   

【米子市災害廃棄物処理計画】 

6 

 

２  鳥取県地域防災計画  

鳥 取 県 地 域 防 災 計 画 （ 平 成 30 年 度 修 正 ）（ 以 下 「 県 地 域 防 災 計 画 」 と い う 。）

は 、 災 害 対 策 基 本 法 （ 昭 和 36 年 法 律 第 223 号 ） 第 40 条 の 規 定 に 基 づ き 、 県 民

生 活 の 各 分 野 に わ た り 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す お そ れ の あ る 災 害 に 対 処 す る た め 、

鳥 取 県 の 地 域 に お け る 災 害 予 防 、災 害 応 急 対 策 及 び 災 害 復 旧・復 興 に 関 し 、県 、

市 町 村 、 指 定 地 方 行 政 機 関 及 び 指 定 地 方 公 共 機 関 等 の 防 災 関 係 機 関 が 処 理 す べ

き 事 務 又 は 業 務 の 大 綱 等 を 含 め 、 防 災 に 関 す る 基 本 的 事 項 を 総 合 的 に 定 め て 防

災 活 動 を 総 括 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る こ と に よ り 、 県 土 及 び 県 民 の 生 命 ・ 財 産

を 災 害 か ら 保 護 す る と と も に 、 災 害 に よ る 被 害 を 軽 減 し 、 も っ て 社 会 秩 序 の 維

持 と 公 共 の 福 祉 の 確 保 に 資 す る こ と を 目 的 に 策 定 さ れ た も の で あ る 。  

 

(1) 計 画 の 構 成  

  県 地 域 防 災 計 画 は 、「 災 害 予 防 編（ 共 通 ）」「 災 害 応 急 対 策 編（ 共 通 ）」「 震 災

対 策 編 」「 津 波 災 害 対 策 編 」「 風 水 害 対 策 編 」「 雪 害 対 策 編 」「 大 規 模 事 故 対 策

編 」「 原 子 力 災 害 対 策 編 」 か ら な る 。  

 

(2) 想 定 す る 災 害  

 ア  地 震 災 害  

   県 地 域 防 災 計 画 で は「 鳥 取 県 地 震・津 波 被 害 想 定 検 討 調 査（ 平 成 26 年 ～

平 成 30 年 度 ）」 に 基 づ き 、 本 県 に 大 き な 影 響 を 与 え る 可 能 性 の あ る 地 震 に

つ い て 、 次 の 地 震 を 想 定 し て い る 。  

表  2 県 地 域 防 災 計 画 に お け る 想 定 地 震  

想 定 地 震  
マ グ ニ チ ュ ー ド  

（ Mｊ ）  

鹿 野 ・ 吉 岡 断 層  7.4 

倉 吉 南 方 の 推 定 断 層  7.3 

鳥 取 県 西 部 地 震 断 層  7.3 

Ｆ ５ ５ 断 層  8.1 

雨 滝 － 釜 戸 断 層  7.3 

宍 道 （ 鹿 島 ） 断 層 （ 22km）  7.1 

宍 道 （ 鹿 島 ） 断 層 （ 39km）  7.5 

佐 渡 島 北 方 沖 断 層  （ 津 波 浸 水 の み 対 象 ）  
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イ  津 波 災 害  

   県 は 「 鳥 取 県 地 震 防 災 調 査 研 究 委 員 会 」 を 設 置 し 、 研 究 委 員 会 で 検 討 し

た 津 波 波 源 の 断 層 モ デ ル に 基 づ く 被 害 想 定 等 を 「 鳥 取 県 地 震 ・ 津 波 被 害 想

定 検 討 業 務 報 告 書 （ 平 成 30 年 ３ 月 ）」 及 び 津 波 浸 水 想 定 区 域 図 と し て 取 り

ま と め た 。 こ の 報 告 書 に 基 づ き 、 県 地 域 防 災 計 画 で は 本 市 に お け る 津 波 災

害 に つ い て 、 次 の 被 害 を 想 定 し て い る 。  

表  3 県 地 域 防 災 計 画 に お け る 津 波 被 害 想 定  

津 波 断 層  

モ デ ル  
浸 水 面 積 （ ha） 

海 面 変 動 30 ㎝  

到 達 時 間 （ 分 ）  

最 大 津 波 高

（ m）  

最 大 津 波 高  

到 達 時 間 (分 ) 

F55  29.7  21.8  1.7  29  

佐 渡 北 方  222.1  110.8  4.7  175  

 ウ  風 水 害  

   風 水 害 に つ い て は 、 具 体 的 な 被 害 想 定 は 設 定 し て い な い 。  
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(3) 市 町 村 の 体 制 整 備  

  県 地 域 防 災 計 画 で は 、市 町 村 の 体 制 整 備 と し て 、次 の 事 項 が 示 さ れ て い る 。  

区 分  項 目  概 要  

ト イ レ 確

保 体 制 の

整 備  

調 達 体 制 の 整 備  ・ 市 町 村 は 、 平 素 か ら 、 簡 易 ト イ レ の 災 害 時 の

応 急 調 達 ル ー ト の 確 保 、 マ ン ホ ー ル ト イ レ な

ど の 災 害 用 ト イ レ の 整 備 を 図 る も の と す る 。  

・ 市 町 村 は 、 県 と の 連 携 備 蓄 に お い て 、 簡 易 ト

イ レ を 整 備 す る 。  

く み 取 り 体 制 の

整 備  

・ 災 害 時 に は し 尿 の く み 取 り 処 理 が 相 当 量 発 生

す る こ と が 予 想 さ れ る た め 、 あ ら か じ め く み

取 り の 体 制 を 整 備 し て お く こ と 。  

障 害 物 の

除 去 体 制

の 整 備  

障 害 物 の 除 去 体

制 の 整 備  

・ 市 町 村 は 、 区 域 内 の 清 掃 能 力 の 把 握 に 努 め る

と 共 に 、 災 害 時 の 清 掃 体 制 に つ い て あ ら か じ

め 定 め て お く も の と す る 。  

・ 市 町 村 は 、生 活 ご み の 処 理 方 法 及 び 予 定 場 所 、

防 疫 用 薬 品 の 調 達 計 画 を あ ら か じ め 定 め て お

く も の と す る 。  

・ 市 町 村 は 、 災 害 廃 棄 物 の 分 別 方 法 を あ ら か じ

め 定 め て お く も の と す る 。 特 に 、 収 集 時 に 分

別 を 行 わ な い 場 合 に つ い て は 、 最 終 処 分 に 至

る ま で の 行 程 及 び 実 施 責 任 者 に つ い て 、 自 ら

の 処 理 能 力 （ 人 的 及 び 施 設 ） を 踏 ま え た 上 で

検 討 し 、 具 体 的 に 定 め て お く も の と す る 。  

・ ま た 、 が れ き 等 の 災 害 廃 棄 物 に つ い て 、 一 時

的 に 集 積 す る 場 所 及 び 最 終 処 分 の 方 法 等 を あ

ら か じ め 定 め て お く も の と す る 。  
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３  米子市地域防災計画（共通対策計画）  

米 子 市 地 域 防 災 計 画 （ 共 通 対 策 計 画 ）（ 令 和 元 年 度 修 正 ）（ 以 下 「 市 地 域 防 災

計 画 」と い う 。）は 、災 害 対 策 基 本 法（ 昭 和 36 年 法 律 第 223 号 ）第 42 条 の 規 定

に 基 づ き 、 市 民 生 活 の 各 分 野 に わ た り 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す お そ れ の あ る 災 害 に

対 処 す る た め 、米 子 市 域 に お け る 災 害 予 防 、災 害 応 急 対 策 及 び 災 害 復 旧 に 関 し 、

米 子 市 区 域 内 の 公 共 団 体 、 公 共 的 団 体 そ の 他 防 災 上 重 要 な 施 設 の 管 理 者 の 処 理

す べ き 事 務 又 は 業 務 の 大 綱 を 定 め 、 こ れ に よ り 防 災 活 動 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に

推 進 し 、 市 民 の 生 命 、 身 体 及 び 財 産 を 災 害 か ら 保 護 す る と と も に 、 災 害 に よ る

被 害 を 軽 減 し 、 も っ て 社 会 秩 序 の 維 持 と 公 共 の 福 祉 の 確 保 に 資 す る こ と を 目 的

に 策 定 し た も の で あ る 。  

 

(1) 計 画 の 構 成  

  市 地 域 防 災 計 画 は 、「 共 通 対 策 計 画 」「 風 水 害 対 策 計 画 」「 震 災 対 策 計 画 」「 津

波 災 害 対 策 計 画 」「 雪 害 対 策 計 画 」「 海 上 災 害 等 対 策 計 画 」「 航 空 災 害 対 策 計 画 」

「 鉄 道 災 害 対 策 計 画 」「 道 路 災 害 対 策 計 画 」「 危 険 物 等 災 害 対 策 計 画 」「 大 規 模

火 災 対 策 計 画 」「 林 野 火 災 対 策 計 画 」 か ら な る 。  

 

(2) 災 害 の 想 定  

  米 子 市 地 域 に 発 生 す る 災 害 は 、 異 常 な 自 然 現 象 に よ る 台 風 、 大 雨 を 要 因 と

す る 風 水 害 及 び 大 雪 に よ る 雪 害 、 大 規 模 な 火 災 及 び 爆 発 等 の 人 為 的 要 因 に よ

り 生 ず る も の に 大 別 す る こ と が で き る 。  

  災 害 の 想 定 に 当 た っ て は 、 本 市 の 地 理 的 条 件 を 考 慮 し 、 過 去 に お い て 被 っ

た 災 害 、 あ る い は 、 近 年 全 国 各 地 で 発 生 し た 災 害 の う ち か ら 最 も 頻 度 の 高 い

風 水 害 、 す な わ ち 、 台 風 、 集 中 豪 雨 に よ る 高 潮 被 害 、 洪 水 被 害 、 地 す べ り 、

が け 崩 れ 等 を 想 定 し 、 火 災 、 爆 発 等 に よ る 被 害 に つ い て は 、 想 定 の 中 に 含 ま

れ る も の と し て 取 り 扱 う 。  
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４  鳥取県災害廃棄物処理計画  

鳥 取 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 （ 平 成 30 年 4 月 策 定 ）（ 以 下 「 県 災 害 廃 棄 物 処 理

計 画 」と い う 。）は 、大 規 模 な 地 震 等 に 伴 い 発 生 す る 多 量 の 廃 棄 物 が 災 害 復 興 の

妨 げ 、 公 衆 衛 生 維 持 の 観 点 で 重 大 な 支 障 と な る こ と か ら 、 本 計 画 で は 、 災 害 時

の 廃 棄 物 処 理 に 関 し て 起 こ り 得 る 事 態 を 予 め 想 定 し 、 そ の よ う な 事 態 で も 迅 速

で 的 確 な 処 理 が 可 能 と な る よ う 、 災 害 廃 棄 物 処 理 へ の 基 本 的 な 対 応 、 処 理 体 制

等 を 定 め る こ と を 目 的 に 策 定 さ れ た も の で あ る 。  

 

(1) 想 定 す る 災 害  

鳥 取 県 地 震 防 災 調 査 研 究 委 員 会 が 平 成 30 年 2 月 に と り ま と め た 被 害 想 定 に

基 づ き 、 本 県 に お い て 想 定 さ れ る 最 大 級 の 地 震 を 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 に お

け る 被 害 想 定 の 柱 と し て い る 。  

表  4 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 に お け る 被 害 想 定  

項 目  概 要  

１ ） 地 震 災 害  ７ 断 層  最 大 想 定  鳥 取 県 地 震 防 災 調 査 研 究 会 の 被 害 想

定 結 果 。最 大 規 模 の 被 害 が 発 生 す る こ

と を 想 定 。  

１ ラ ン ク 下  県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 で 設 定 。最 大 想

定 よ り も 震 度 が １ ラ ン ク 小 さ い 場 合

を 想 定 。  

２ ラ ン ク 下  県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 で 設 定 。最 大 想

定 よ り も 震 度 が ２ ラ ン ク 小 さ い 場 合

を 想 定 。  

２ ） 水 害  １ ９ 水 系 （ 洪 水 予 報 河 川 及 び 水 位 周 知 河 川 ）  
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(2) 災 害 廃 棄 物 処 理 の 基 本 方 針  

  県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 に お い て は 、 災 害 廃 棄 物 処 理 の 基 本 方 針 を 、 次 の と

お り と し て い る 。  

表  5 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 に お け る 処 理 の 基 本 方 針  

基 本 方 針  内 容  

１ ） 公 衆 衛 生 の 確 保  廃 棄 物 処 理 が 滞 る こ と で 感 染 症 等 健 康 被 害 が 発 生 す

る こ と が な い よ う 公 衆 衛 生 の 確 保 を 最 優 先 と す る 。  

２ ）広 域 的 な 対 応 に よ る

処 理 の 迅 速 化 と 可 能

な 限 り の 県 内 処 理 の

実 行  

公 衆 衛 生 の 確 保 及 び 速 や か な 生 活 再 編 に 向 け 、 発 災

初 期 の 段 階 で の 国 、 他 県 自 治 体 等 の 支 援 受 入 、 県 に

よ る 事 務 代 行 等 に よ る 処 理 の 迅 速 化 を 図 る 一 方 で 県

内 で 処 理 可 能 な も の は 極 力 県 内 で 処 理 が 行 わ れ る よ

う 、 県 内 の 自 治 体 、 業 界 が 結 集 し て 対 応 す る 。  

３ ）将 来 に 禍 根 を 残 さ な

い 適 切 な 処 理  

無 計 画 、 無 秩 序 な 災 害 廃 棄 物 の 受 入 、 処 理 に よ り 、

仮 置 場 周 辺 等 の 生 活 環 境 が 将 来 に わ た り 悪 化 す る こ

と が な い よ う 、 モ ニ タ リ ン グ 等 の 対 策 を 含 め 、 計 画

的 な 処 理 を 行 う 。  

４ ）処 理 に 当 た っ て の 再

資 源 化 ・ 減 量 化  

処 理 期 間 、 コ ス ト に 留 意 し な が ら 、 可 能 な 限 り 再 資

源 化 ・ 減 量 化 が 図 ら れ る よ う 処 理 を 行 う 。  

 

(3) 災 害 廃 棄 物 処 理 の 目 標 期 間  

  災 害 廃 棄 物 の 処 理 の 目 標 期 間 に つ い て は 、 災 害 の 種 類 ・ 規 模 に 応 じ て 、 次

を 最 大 の 期 限 と し て い る 。 な お 、 発 災 後 、 状 況 に 応 じ て 以 下 の 範 囲 内 で 具 体

的 な 処 理 目 標 期 間 を 設 定 す る も の と し て い る 。  

表  6 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 に お け る 処 理 の 目 標 期 間  

災 害 規 模 等  目 標 （ 処 理 上 の 最 大 限 期 限 ）  

震 度 ７ の 地 震  ３ 年  

震 度 ６ 強 の 地 震  ２ 年  

震 度 ５ 強 ～ ６ 弱 の 地 震  １ 年  

洪 水 に よ る 浸 水  １ 年  
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第３節  基本的な事項  

 

１  対象とする災害  

鳥 取 県 で は 、 ２ ０ ０ ０ 年 （ 平 成 １ ２ 年 ） に 鳥 取 県 西 部 地 震 （ 最 大 震 度 ６ 強 ）、

２ ０ １ ６ 年 （ 平 成 ２ ８ 年 ） に 鳥 取 県 中 部 地 震 （ 最 大 震 度 ６ 弱 ） と 規 模 の 大 き な

地 震 が 過 去 ２ ０ 年 内 に ２ 度 発 生 し 、 こ の う ち 鳥 取 県 西 部 地 震 で は 、 米 子 市 内 に

お い て 、 住 家 の 全 壊 が １ ０ ３ 棟 等 の 被 害 が 生 じ て い る 。  

ま た 、 近 年 豪 雨 に よ る 水 害 が 全 国 各 地 で 発 生 し て お り 、 市 内 で も 過 去 に 台 風

や 集 中 豪 雨 を 要 因 と す る 洪 水 被 害 等 が 発 生 し て い る が 、 こ れ ら 水 害 で 発 生 す る

災 害 廃 棄 物 は 、 土 砂 混 じ り で あ っ た り 、 水 分 を 多 量 に 含 む 等 、 地 震 災 害 に よ っ

て 発 生 す る 廃 棄 物 と 大 き く 異 な り 、 そ の 処 理 に は 異 な っ た 対 応 が 必 要 と な る 。  

そ こ で 、 本 計 画 で は 、 県 内 で 想 定 さ れ る 最 大 級 の 地 震 災 害 及 び 今 後 の 気 候 変

動 に 伴 い 激 化 が 予 測 さ れ る 水 害 を 対 象 と し て 計 画 を 策 定 す る 。  

 
２  本計画における被害想定  

(1) 地 震 災 害  

鳥 取 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 で は 、 ７ つ の 断 層 に お い て 発 生 す る 地 震 災 害 を

対 象 と し て い る 。 地 震 の 最 大 震 度 に つ い て は 、 県 地 震 防 災 調 査 研 究 委 員 会 が

平 成 ３ ０ 年 ２ 月 に と り ま と め た 被 害 想 定 に 基 づ き 鳥 取 県 で 想 定 さ れ る 最 大 級

の 地 震 に 加 え 、 最 大 想 定 よ り も 震 度 が １ ラ ン ク 小 さ い 場 合 及 び 最 大 想 定 よ り

も 震 度 が ２ ラ ン ク 小 さ い 場 合 の 、 被 害 想 定 の 異 な る ３ つ の ケ ー ス を 想 定 し て

い る 。  

こ の ７ つ の 断 層 の う ち 、 本 市 内 で 建 物 の 全 壊 及 び 一 部 損 壊 が 想 定 さ れ る の

は 雨 滝 ・ 釜 戸 断 層 を 除 く ６ 断 層 で あ り 、 本 計 画 で 想 定 す る 地 震 災 害 は ６ 断 層

の う ち 特 に 被 害 が 大 き い と 想 定 さ れ る 鳥 取 県 西 部 地 震 断 層 及 び F55 断 層 の ２

断 層 と す る 。 な お 、 被 害 想 定 に つ い て は 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 と 同 様 、 被 害

想 定 の 異 な る ３ つ の ケ ー ス と す る 。  
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表  7 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 に お い て 対 象 と す る 地 震 （ 断 層 ）  

及 び 本 計 画 で 想 定 す る 地 震 （ 断 層 ）  

№  断 層 の 名 称  
津 波  

災 害  

最 大 震 度  本市で建物

被害が想定

されるもの 

本計画で

想定する

もの 最大想定 
１ランク

下 

２ランク

下 

１  倉 吉 南 方 の 推 定

断 層  

－  ７  ６ 強  ６ 弱  ○  －  

２  鳥 取 県 西 部 地 震

断 層  

－  ７  ６ 強  ６ 弱  ○  ○  

３  雨 滝 ・ 釜 戸 断 層  －  ７  ６ 強  ６ 弱  －  －  

４  鹿 野 ・ 吉 岡 断 層  －  ７  ６ 強  ６ 弱  ○  －  

５  島 根 県 鹿 島 断 層  －  ６ 弱  ５ 強  ５ 弱  ○  －  

６  F55 断 層  有  ６ 強  ６ 弱  ５ 強  ○  ○  

７  佐 渡 島 北 方 沖 断

層  

有  －  －  －  ○  －  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 想 定 地 震 の 断 層 位 置  

出典：「鳥取県地震・津波被害想定検討業務報告書」（平成 29 年 3 月 鳥取県地震防災調査研究委員会） 
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  本 市 に お け る 建 物 の 全 壊 棟 数 及 び 一 部 損 壊 棟 数 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 は 、

次 の と お り で あ る 。  

表  8 本 市 に お け る 建 物 の 全 壊 棟 数 及 び 一 部 損 壊 棟 数  

ア  最 大 想 定 の 場 合  

断 層 の 名 称  
最 大

震 度  

全 壊 棟 数  一部損壊 

棟数 木 造  RC 造  S 造  計  

鳥 取 県 西 部 地 震 断 層  ７  7,694  11  47  7,752  14,702  

F55 断 層  ６ 強  2,764  7  32  2,803  11,383  

 イ  １ ラ ン ク 下 の 場 合  

断 層 の 名 称  
最 大

震 度  

全 壊 棟 数  一部損壊 

棟数 木 造  RC 造  S 造  計  

鳥 取 県 西 部 地 震 断 層  ６ 強  576 1 4  581  12,716  

F55 断 層  ６ 弱  111 0 2  113  9,845  

 ウ  ２ ラ ン ク 下 の 場 合  

断 層 の 名 称  
最 大

震 度  

全 壊 棟 数  一部損壊 

棟数 木 造  RC 造  S 造  計  

鳥 取 県 西 部 地 震 断 層  ６ 弱  20 0 0  20  10,729  

F55 断 層  ５ 強  0 0 0 0  8,307  

デ ー タ 提 供 ： 鳥 取 県  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鳥取県における近年の地震災害  

名 称  発 生 年 月 日  
最 大  

震 度  

本 市 に

お け る

震 度  

本 市 の 被 害 概 要  

鳥 取 県  

西 部 地 震  

平 成 12 年（ 20 00 年 ）

10 月 6 日  

13 時 30 分  

6 強  5 強  住 家 の 全 壊 103 棟 、 半 壊 1,09 0

棟 、一 部 破 損 5,914 棟 の 被 害 が あ

っ た 。  

災 害 廃 棄 物 処 理 量 （ 仮 置 場 搬 入

分 ）  

木 く ず 類  10 ,40 5 ㎥  

ガ レ キ 類   5 ,12 6 ト ン  

混 在 物    1 ,4 5 3 ㎥  

鳥 取 県  

中 部 地 震  

平 成 28 年（ 20 16 年 ）

10 月 21 日  

14 時 7 分  

6 弱  4 本 市 内 で の 主 な 被 害 な し  

出 典 ： 米 子 市 地 域 防 災 計 画 、 平 成 12 年 度 ～ 平 成 15 年 度 事 務 報 告 ほ か  
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法勝寺川

日野川

(2) 水 害  

県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 で は 、 県 内 の １ ９ の 洪 水 予 報 河 川 及 び 水 位 周 知 河 川

を 計 画 の 対 象 と し て い る 。  

こ の う ち 、 想 定 最 大 規 模 の 降 雨 に よ り 本 市 内 で 床 上 浸 水 及 び 床 下 浸 水 に よ

る 大 き な 被 害 が 想 定 さ れ る 日 野 川 水 系 （ 日 野 川 ・ 法 勝 寺 川 ） を 本 計 画 で 想 定

す る 河 川 （ 水 系 ） と す る 。  

表  9 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 に お い て 対 象 と す る 河 川 （ 水 系 ）  

及 び 本 計 画 で 想 定 す る 河 川 （ 水 系 ）  

№  河 川 （ 水 系 ） 名  
本 計 画 で 想 定

す る 河 川  
№  河 川 （ 水 系 ） 名  

本 計 画 で 想

定 す る 河 川  

１  河 内 川  －  11 由 良 川  －  

２  野 坂 川  －  12 蒲 生 川 ・ 小 田 川  －  

３  大 路 川  －  13 私 都 川  －  

４  三 徳 川  －  14 八東川(県管理区間) －  

５  東 郷 池  －  15 塩 見 川  －  

６  日 置 川 ・ 勝 部 川  －  16 千 代 川 水 系  －  

７  板 井 原 川  －  17 天 神 川 水 系  －  

８  日 野 川 (霞 ) －  18 日 野 川 水 系  ○  

９  佐 陀 川 ・ 精 進 川  －  19 斐 伊 川 水 系  －  

10 加 茂 川 ・ 旧 加 茂 川  －     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  3 河 川 位 置 図  

図 提 供 ： 鳥 取 県  
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日 野 川 水 系 （ 日 野 川 ・ 法 勝 寺 川 ） に お け る 想 定 最 大 雨 量 は 、 次 の と お り で

あ る 。 ま た 、 建 物 被 害 棟 数 は 、 次 の 棟 数 が 見 込 ま れ る 。  

表  10 本 市 に お け る 水 害 の 想 定 最 大 雨 量 及 び 建 物 被 害 棟 数  

河 川 （ 水 系 ） 名  想 定 最 大 雨 量  
床 上 浸 水  

（ 世 帯 ）  

床 下 浸 水  

（ 世 帯 ）  

日 野 川 水 系  

(日 野 川 ・ 法 勝 寺 川 ) 

日 野 川 流 域  

519 ㎜ /48h 
27,552  6,322  

 ※ 床 上 浸 水 は 浸 水 深 0.5m 以 上 、 床 下 浸 水 は 浸 水 深 0.5m 未 満 の 被 害 。  

 デ ー タ 提 供 ： 鳥 取 県  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市における過去の最大降水・最深降雪量  

要 素 名  降 水・降 雪 量  発 生 年 月 日  被 害 概 要  

日 最 大 １ 時 間  

降 水 量  

66.5 ㎜ /h  20 1 3 年（ 平 成 25 年 ）

7 月 15 日  

大 沢 川 と 大 川 が あ ふ れ 、 道 路

が 冠 水 し 、床 下 浸 水 21 件 等 の

被 害 が あ っ た 。  

月 最 大 24 時 間  

降 水 量  

269 . 5 ㎜ /2 4h  1 9 6 4 年（ 昭 和 39 年 ）

7 月 18 日  

各 河 川 が 氾 濫 し 、床 上 浸 水 713

件 、 床 下 浸 水 6,2 08 戸 、 全 壊

家 屋 4 棟 、 半 壊 家 屋 9 棟 等 の

被 害 が あ っ た 。  

降 雪 の 深 さ 日  

合 計  

79 ㎝  201 0 年（ 平 成 22 年 ）

12 月 31 日  

本 市 全 域 に お い て 、 倒 木 被 害

等 が 発 生 し た 。  

倒 木 に つ い て は ク リ ー ン セ ン

タ ー 内 の 仮 置 場 に 無 料 受 入

し 、 再 資 源 処 理 施 設 に お い て

チ ッ プ 化 し た 。  

処 理 量  1, 88 6 . 5 1 ト ン  

月 最 深 積 雪  89 ㎝  201 1 年（ 平 成 23 年 ）

1 月 1 日  

出 典 ： 気 象 庁 、 米 子 市 地 域 防 災 計 画  
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住家の被害の程度と住家の被害認定基準等について  

住 家 の 被 害 認 定 の 区 分 に つ い て は 、「 災 害 に 係 る 住 家 の 被 害 認 定 基 準 運 用 指

針 」（ 内 閣 府 、 H30.3）に 基 づ き 、「 全 壊 」、「 大 規 模 半 壊 」、「 半 壊 」又 は「 半 壊

に 至 ら な い 」 の ４ 区 分 に 分 類 さ れ る 。 な お 、「 床 上 浸 水 」「 床 下 浸 水 」 に つ い

て は 、「 災 害 の 被 害 認 定 基 準 」 に 定 め の な い 被 害 の 認 定 基 準 と し て 、「 災 害 報

告 取 扱 要 領 」（ S45.4.10 消 防 防 第 246 号 消 防 庁 長 官 通 知 ） に 定 め が あ る 。  

【 災 害 に 係 る 住 家 の 被 害 認 定 基 準 運 用 指 針 （ 内 閣 府 、 H30.3）】  

被 害 の 程 度  認 定 基 準  

全 壊  住 家 が そ の 居 住 の た め の 基 本 的 機 能 を 喪 失 し た も の 、す な わ ち 、住 家

全 部 が 倒 壊 、流 失 、埋 没 、焼 失 し た も の 、ま た は 住 家 の 損 壊 が 甚 だ し

く 、補 修 に よ り 元 通 り に 再 使 用 す る こ と が 困 難 な も の で 、具 体 的 に は 、

住 家 の 損 壊 、焼 失 若 し く は 流 失 し た 部 分 の 床 面 積 が そ の 住 家 の 延 床 面

積 の 70％ 以 上 に 達 し た 程 度 の も の 、 ま た は 住 家 の 主 要 な 構 成 要 素 の

経 済 的 被 害 を 住 家 全 体 に 占 め る 損 害 割 合 で 表 し 、そ の 住 家 の 損 害 割 合

が 50％ 以 上 に 達 し た 程 度 の も の と す る 。  

大 規 模 半 壊  居 住 す る 住 宅 が 半 壊 し 、構 造 耐 力 上 主 要 な 部 分 の 補 修 を 含 む 大 規 模 な

補 修 を 行 わ な け れ ば 当 該 住 宅 に 居 住 す る こ と が 困 難 な も の 。具 体 的 に

は 、 損 壊 部 分 が そ の 住 家 の 延 床 面 積 の 50％ 以 上 70％ 未 満 の も の 、 ま

た は 住 家 の 主 要 な 構 成 要 素 の 経 済 的 被 害 を 住 家 全 体 に 占 め る 損 害 割

合 で 表 し 、 そ の 住 家 の 損 害 割 合 が 40％ 以 上 50％ 未 満 の も の と す る 。  

半 壊  住 家 が そ の 居 住 の た め の 基 本 的 機 能 の 一 部 を 喪 失 し た も の 、 す な わ

ち 、住 家 の 損 壊 が 甚 だ し い が 、補 修 す れ ば 元 通 り に 再 使 用 で き る 程 度

の も の で 、 具 体 的 に は 、 損 壊 部 分 が そ の 住 家 の 延 床 面 積 の 20％ 以 上

70％ 未 満 の も の 、ま た は 住 家 の 主 要 な 構 成 要 素 の 経 済 的 被 害 を 住 家 全

体 に 占 め る 損 害 割 合 で 表 し 、 そ の 住 家 の 損 害 割 合 が 20％ 以 上 50％ 未

満 の も の と す る 。  

【 災 害 報 告 取 扱 要 領 （ S45.4.10 消 防 防 第 246 号 消 防 庁 長 官 通 知 ）】  

被 害 の 程 度  認 定 基 準  

床 上 浸 水  住 家 の 床 よ り 上 に 浸 水 し た も の 及 び 全 壊・半 壊 に は 該 当 し な い が 、土

砂 竹 木 の た い 積 に よ り 一 時 的 に 居 住 す る こ と が で き な い も の 。  

床 下 浸 水  床 上 浸 水 に い た ら な い 程 度 に 浸 水 し た も の 。  
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３  災害時に発生する廃棄物の種類  

災 害 時 に は 、 通 常 の 生 活 ご み に 加 え て 、 避 難 所 ご み や 仮 設 ト イ レ 等 の し 尿 、

片 付 け ご み 等 を 処 理 す る 必 要 が あ る 。  

表  11 災 害 時 に 発 生 す る 廃 棄 物  

種 類  説 明  

生 活 ご み  家 庭 か ら 排 出 さ れ る 生 活 ご み  

避 難 所 ご み  避 難 所 か ら 排 出 さ れ る ご み で 、 容 器 包 装 や 段 ボ ー ル 、

衣 類 等 が 多 い 。 事 業 系 一 般 廃 棄 物 と し て 管 理 者 が 処 理

す る 。  

し 尿  仮 設 ト イ レ （ 災 害 用 簡 易 組 み 立 て ト イ レ 、 レ ン タ ル ト

イ レ 及 び 他 市 町 村 ・ 関 係 業 界 等 か ら 提 供 さ れ た く み 取

り 式 ト イ レ の 総 称 ） 等 か ら の く み 取 り し 尿 （ 災 害 救 助

法 に 基 づ く 避 難 所 の 開 設 期 間 内 の も の ）  

災 害 に 伴 っ て 便 槽 に 流 入 し た 汚 水  

災 害  

廃 棄 物  

片 付 け ご み  住 民 が 自 宅 内 に あ る 被 災 し た も の を 片 付 け る 際 に 排 出

さ れ る も の  

撤 去 等  

廃 棄 物  

損 壊 家 屋 の 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） 等 に 伴 い 排 出 さ

れ る も の  

出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 （ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ）  
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こ の う ち 、 災 害 廃 棄 物 は 、 次 の 分 類 で 構 成 さ れ る 。 な お 、 こ れ ら は 選 別 後 の

分 類 で あ り 、 災 害 時 に は 混 合 状 態 で 発 生 す る 場 合 が 多 い こ と に 注 意 が 必 要 で あ

る 。  

表  12 災 害 廃 棄 物 の 分 類  

種 類  説 明  

木 く ず（ 柱 材・角 材 ） 柱 ・ は り ・ 壁 材 な ど の 廃 木 材  

コ ン ク リ ー ト が ら

等  

コ ン ク リ ー ト 片 や コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 、 ア ス フ ァ ル ト く

ず な ど  

可 燃 物 ／  

可 燃 系 混 合 物  

繊 維 類 、 紙 、 木 く ず 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 が 混 在 し た 可 燃 系 廃

棄 物  

金 属 く ず  鉄 骨 や 鉄 筋 、 ア ル ミ 材 な ど  

不 燃 物 ／  

不 燃 系 混 合 物  

分 別 す る こ と が で き な い 細 か な コ ン ク リ ー ト や 木 く ず 、 プ

ラ ス チ ッ ク 、ガ ラ ス 、土 砂（ 土 砂 崩 れ に よ り 崩 壊 し た 土 砂 、

津 波 堆 積 物 ※ １ 等 ） な ど が 混 在 し 、 概 ね 不 燃 系 の 廃 棄 物  
※ １ 海 底 の 土 砂 や ヘ ド ロ が 津 波 に よ り 陸 上 に 打 ち 上 げ ら れ

堆 積 し た も の や 陸 上 に 存 在 し て い た 農 地 土 壌 等 が 津 波 に 巻

き 込 ま れ た も の  

畳・布 団（ 処 理 困 難

物 ）  

被 災 家 屋 か ら 排 出 さ れ る 畳 ・ 布 団 で あ り 、 被 害 を 受 け 使 用

で き な く な っ た も の  

廃 家 電 （ ４ 品 目 ）  被 災 家 屋 か ら 排 出 さ れ る 家 電 ４ 品 目 （ テ レ ビ 、 洗 濯 機 ・ 衣

類 乾 燥 機 、 エ ア コ ン 、 冷 蔵 庫 ・ 冷 凍 庫 ） で 、 災 害 に よ り 被

害 を 受 け 使 用 で き な く な っ た も の  

※ リ サ イ ク ル 可 能 な も の は 各 リ サ イ ク ル 法 に よ り 処 理 を 行

う 。  

小 型 家 電 ／  

そ の 他 家 電  

被 災 家 屋 か ら 排 出 さ れ る 小 型 家 電 等 の 家 電 ４ 品 目 以 外 の 家

電 製 品 で 、 災 害 に よ り 被 害 を 受 け 使 用 で き な く な っ た も の  

腐 敗 性 廃 棄 物  被 災 冷 蔵 庫 等 か ら 排 出 さ れ る 水 産 物 、 食 品 、 水 産 加 工 場 や

飼 肥 料 工 場 等 か ら 発 生 す る 原 料 及 び 製 品 な ど  

有 害 廃 棄 物 ／  

危 険 物  

石 綿 含 有 廃 棄 物 、PCB、感 染 性 廃 棄 物 、化 学 物 質 、フ ロ ン 類 ・

CCA（ ク ロ ム 銅 砒 素 系 木 材 保 存 剤 使 用 廃 棄 物 ）・ テ ト ラ ク ロ

ロ エ チ レ ン 等 の 有 害 物 質 、医 薬 品 類 、農 薬 類 の 有 害 廃 棄 物 。

太 陽 光 パ ネ ル や 蓄 電 池 、 消 火 器 、 ボ ン ベ 類 な ど の 危 険 物 等  

廃 自 動 車 等  自 然 災 害 に よ り 被 害 を 受 け 使 用 で き な く な っ た 自 動 車 、 自

動 二 輪 、 原 付 自 転 車  

※ リ サ イ ク ル 可 能 な も の は 各 リ サ イ ク ル 法 に よ り 処 理 を 行

う 。  

※ 処 理 す る た め に は 所 有 者 の 意 思 確 認 が 必 要 と な る 。 仮 置

場 等 で の 保 管 方 法 や 期 間 に つ い て 警 察 等 と 協 議 す る 。  

そ の 他 、適 正 処 理 が

困 難 な 廃 棄 物  

ピ ア ノ 、 マ ッ ト レ ス な ど の 市 の 施 設 で は 処 理 が 困 難 な も の

（ レ ン ト ゲ ン や 非 破 壊 検 査 用 の 放 射 線 源 を 含 む ）、漁 網 、石

こ う ボ ー ド 、 廃 船 舶 （ 災 害 に よ り 被 害 を 受 け 使 用 で き な く

な っ た 船 舶 ） な ど  

 出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 （ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ）  
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４  災害廃棄物の処理主体と役割  

(1) 災 害 廃 棄 物 の 処 理 主 体  

災 害 廃 棄 物 は 一 般 廃 棄 物 で あ り 、 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 第 ６

条 の ２ に お い て 、 市 町 村 は 一 般 廃 棄 物 の 処 理 に つ い て 統 括 的 な 責 任 を 有 す る

こ と が 定 め ら れ て い る こ と か ら 、 災 害 廃 棄 物 及 び 生 活 ご み ・ 避 難 所 ご み ・ し

尿 の 処 理 は 本 市 が 主 体 的 に 実 施 す る も の で あ る 。  

た だ し 、 想 定 す る 最 大 級 の 地 震 災 害 や 水 害 が 発 生 し 、 本 市 の み で の 対 応 が

困 難 な 場 合 に は 、 必 要 に 応 じ て 鳥 取 県 に 災 害 廃 棄 物 処 理 の 事 務 を 委 託 す る 。  

な お 、 次 表 に 掲 げ る も の に つ い て は 、 管 理 者 や 所 有 者 等 が 主 体 と な っ て 処

理 を 行 う も の と す る 。  

表  13 管 理 者 や 所 有 者 等 が 主 体 と な っ て 処 理 を 行 う も の  

種 類  処 理 主 体  

道 路 、 河 川 、 港 湾 、 海 岸 、 農 地 に 堆 積 し

て い る 土 砂 、 流 木 、 火 山 堆 積 物  

各 管 理 者 が 復 旧 事 業 の 中 で 処 理 す

る 。 ※ １  

災 害 後 に 事 業 活 動 を 再 開 す る 際 に 発 生

す る 廃 棄 物 （ 被 災 し た 事 業 所 の 撤 去 に 伴

う 廃 棄 物 や 敷 地 内 に 流 入 し た 土 砂 や 流

木 等 ）  

事 業 者 責 任 で 処 理 す る 。  

損 壊 家 屋 等 の 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ）  原 則 と し て 所 有 者 が 実 施 す る 。 ※ ２  

公 共 施 設 や 大 企 業 の 建 物 の 撤 去  管 理 者 の 責 任 で 実 施 す る 。  

 ※ １ た だ し 、こ れ ら が 民 地 等 に 堆 積 し 損 壊 家 屋 等 と 混 在 し て い る 場 合 は 、環 境 省

及 び 鳥 取 県 と 協 議 の 上 、 対 応 方 法 に つ い て 決 定 す る 。  

 ※ ２ 倒 壊 の お そ れ が あ る な ど 二 次 災 害 の 起 因 と な る 損 壊 家 屋 等 に つ い て は 、 市 と

損 壊 家 屋 等 の 所 有 者 が 協 議 ・ 調 整 の 上 、 市 が 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） を 実

施 す る 場 合 が あ る 。 ｐ 69 参 照  

 出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 （ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ） を 基 に 作 成  
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非常災害時及び大規模災害時における各主体の役割について  

(1) 市 町 村 の 役 割  

  非 常 災 害 時 に は 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 に 基 づ き 被 害 の 状 況 等 を 速 や か に 把

握 し 災 害 廃 棄 物 処 理 実 行 計 画 を 策 定 す る と と も に 、 被 災 地 域 に 存 在 す る 資

機 材 、 人 材 、 廃 棄 物 処 理 施 設 や 各 市 町 村 が 平 時 に 搬 入 し て い る 最 終 処 分 場

を 災 害 廃 棄 物 処 理 に 最 大 限 活 用 し 、 極 力 域 内 に お い て 災 害 廃 棄 物 処 理 を 行

う も の と す る 。 大 規 模 災 害 時 に お い て は 、 災 害 対 策 基 本 法 に 基 づ く 国 の 処

理 方 針 や 都 道 府 県 の 実 行 計 画 等 も 踏 ま え 、 広 域 的 連 携 体 制 の も と で 域 内 の

災 害 廃 棄 物 の 処 理 を 行 う 。ま た 、被 災 市 町 村 に 対 し て 資 機 材 や 人 材 の 応 援 、

広 域 的 な 処 理 の 受 入 れ 等 の 支 援 を 積 極 的 に 実 施 す る も の と す る 。  

(2) 都 道 府 県 の 役 割  

  非 常 災 害 時 に は 、 域 内 の 被 害 状 況 を 踏 ま え 、 関 係 機 関 ・ 関 係 団 体 と の 連

絡 調 整 を 積 極 的 に 図 り な が ら 災 害 廃 棄 物 の 処 理 の た め の 実 行 計 画 を 必 要 に

応 じ て 速 や か に 策 定 す る と と も に 、 市 町 村 等 の 関 係 機 関 ・ 関 係 団 体 と 連 携

し て 域 内 の 処 理 全 体 の 進 捗 管 理 に 努 め る も の と す る 。 大 規 模 災 害 時 に は 国

の 処 理 方 針 も 踏 ま え 、 速 や か に 実 行 計 画 を 策 定 す る と と も に 、 災 害 廃 棄 物

の 適 正 か つ 円 滑 ・ 迅 速 な 処 理 に 向 け 、 全 体 の 進 捗 管 理 と 必 要 に 応 じ た 市 町

村 か ら の 事 務 委 託 に 基 づ く 災 害 廃 棄 物 処 理 を 含 め 、 被 災 市 町 村 に 対 す る 支

援 を 行 う も の と す る 。  

(3) 国 の 役 割  

  非 常 災 害 発 生 時 に は 、 地 方 環 境 事 務 所 が 地 域 の 要 と な り 、 災 害 廃 棄 物 対

策 に つ い て 被 災 自 治 体 の 支 援 を 行 う も の と す る 。 ま た 、 大 規 模 災 害 発 生 時

に は 、 災 害 対 策 基 本 法 に 基 づ き 速 や か に 処 理 方 針 を 策 定 し 、 全 体 の 進 捗 管

理 を 行 う と と も に 、 必 要 に 応 じ て 廃 棄 物 処 理 特 例 地 域 を 指 定 し 、 廃 棄 物 処

理 特 例 基 準 を 定 め る も の と す る 。 さ ら に 、 地 方 公 共 団 体 の 連 携 ・ 協 力 の み

で は 円 滑 か つ 迅 速 に 災 害 廃 棄 物 処 理 を 行 う こ と が 困 難 な 場 合 で あ り 災 害 対

策 基 本 法 に 規 定 す る 要 件 に 該 当 す る 場 合 に は 、 国 に よ る 代 行 処 理 を 実 施 す

る も の と す る 。  

出 典 ： 廃 棄 物 の 減 量 そ の 他 そ の 適 正 な 処 理 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進  

を 図 る た め の 基 本 的 な 方 針 （ 平 成 28 年 1 月  環 境 省 ）  
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５  災害廃棄物処理の基本方針  

本 市 に お け る 災 害 廃 棄 物 処 理 の 基 本 方 針 は 、 次 の と お り と す る 。  

表  14 処 理 の 基 本 方 針  

基 本 方 針  内 容  

１ ） 公 衆 衛 生 の 確 保  廃 棄 物 処 理 が 滞 る こ と で 感 染 症 等 健 康 被 害 が 発 生 す る こ

と が な い よ う 公 衆 衛 生 の 確 保 を 最 優 先 と す る 。  

２ ）可 能 な 限 り の 自 区

域 内 処 理 の 実 行  

可 能 な 限 り 自 区 域 内 に お い て 災 害 廃 棄 物 処 理 に 努 め る 。

自 区 域 内 で の 処 理 が 困 難 と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 県 に 支 援

を 要 請 す る 。  

３ ）将 来 に 禍 根 を 残 さ

な い 適 正 な 処 理  

無 計 画 、 無 秩 序 な 災 害 廃 棄 物 の 受 入 、 処 理 に よ り 、 仮 置

場 周 辺 等 の 生 活 環 境 が 将 来 に わ た り 悪 化 す る こ と が な い

よ う 、 モ ニ タ リ ン グ 等 の 対 策 を 含 め 、 計 画 的 な 処 理 を 行

う 。  

４ ）処 理 に 当 た っ て の

再 資 源 化 ・ 減 量 化  

処 理 期 間 、コ ス ト に 留 意 し な が ら 、可 能 な 限 り 再 資 源 化 ・

減 量 化 が 図 ら れ る よ う 処 理 を 行 う 。  

 参 考 ： 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 （ 平 成 30 年 4 月 ）  

 

６  災害廃棄物処理の目標期間  

 災 害 廃 棄 物 の 処 理 の 目 標 期 間 に つ い て は 、 災 害 規 模 等 に 応 じ て 、 次 を 最 大 の

期 限 と す る 。 な お 、 発 災 後 、 状 況 に 応 じ て 以 下 の 範 囲 内 で 具 体 的 な 処 理 目 標 期

間 を 設 定 す る も の と す る 。  

表  15 災 害 廃 棄 物 処 理 の 目 標 期 間  

断 層 ・ 河 川 （ 水 系 ） 名  災 害 規 模 等  
目 標  

（ 処 理 上 の 最 大 限 期 限 ） 

鳥 取 県 西 部 地 震 断 層  最 大 震 度 ７ の 地 震  ３ 年  

F55 断 層  最 大 震 度 ６ 強 の 地 震  ２ 年  

日 野 川 水 系（ 日 野 川・法 勝 寺 川 ） 洪 水 に よ る 浸 水  １ 年  

参 考 ： 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 （ 平 成 30 年 4 月 ）  

 


